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はっこう

意見の抜粋

・講演会での関係の貧困の話が印象に残った

・異学年の使い方についてもっと具体的に知りたい

・言葉、対話がますます大切になる

・視察先の学校はフリースペースが各所にあった

・高学年と低学年で部屋が仕切られた保健室の運用は大切！

意見の抜粋

• 広くて自由に使えるところが多いので、目が行き届く

のかが不安。先生の負担が増えるのではないか

• 死角がなく、見渡せると常に様子が見える

• 子どもと一般の人がどう使い分けるのか検討が必要

• 地域の人が図書室を使う場合、エリアの限定や時間帯

で図書室の利用をわけるといいのではないか

• 収納のスペースがたくさんあるといい

• 一堂に集まれる空間は必要

中央のハスの葉モールはフリーゾーンとし、開校時間以外は地域の方が自由

に通り抜けられる計画としています。緑色は１次セキュリティゾーンとし、

連携活動や協働の施設など、比較的気軽に立ち入りできるゾーンとして北側

に設定しています。紫色を２次セキュリティゾーンとし、特に児童生徒や教

職員、保護者の動線と明確に分離するため、地域専用の出入口を確保し、学

校と地域を段階的につなぐことが可能となります。青色の３次セキュリティ

ゾーンは児童生徒や教職員以外の出入りを規制したエリアとなります。
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 新しい学校づくりに向けた取り組み

門真市第四中学校区小中一貫校整備の取り組みについて、パブ

リックコメントを経て決定した基本計画を説明しました。そし

て、新しい学校を設計する事業者として、株式会社石本建築事

務所が選定され、これから基本設計をスクールツクールなどで

の意見を踏まえながら検討していくことを説明しました。

講演会と視察会の感想共有

新しい学校を考えるためのインプットの取り組みとして、これまでにスクールツクールの講演会と視察会を開催しまし

た。これらの内容をクルクルと回せる円卓大のシートに整理したまとめをみながら、グループ内で感想を共有しました。

東西からアクセスできるハスの葉モールを中央に設けています。大きな屋根

を架け、学校とつながる交流の場や、様々な活動の場となります。北には協

働ラボ、体育館、南に校舎を設けた帯状の配置となっています。この配置に

より、 普通教室は全て南向きに配置。また、低層である児童クラブや協働ラ

ボを北側に配置しています。

地域と学校をつなぐ交流の場「ハスの葉モール」

コモンズとは、児童生徒や先生が、従来の専用スペースと共用場所も含めて

一体的に使うことで、自主的で多様な学びをサポートするスペースです。メ

ディアコモンズを中心に、学年コモンズ（学年のまとまり）、教科コモンズ（特

別教室）、教職員コモンズ、地域コモンズを設け、それらが組み合わさること

で地域や異学年との出会いと学び・活動・交流の場をうみだしていきます。

縦・横のつながりをつくる「メディアコモンズ」

西門からみたイメージ
にしもん

協働ラボ、ビオトープイメージ
きょうどう

新しい学校を設計する事業者として選定された石本建築事務所から整備プラン案を説明しました。



アンケート結果より
Q. 今日のスクールツクール

　 はいかがでしたか？

Q. 最も印象に残ったことは何ですか？

施設を活用したアイデアを出すワークショップで具体的

なイメージが湧きました／様々な使い方があるので、

色々考えるとおもしろい／地域だけでなく企業や大学生

や市民活動団体と連携してやれることがたくさんある／

実際に使うとなると色々な事が出てきそう

子どもワークショップの壁新聞を展示しました！
子どもたちが作成した壁新聞をワークショップ会場に展示しまし

た。その後、市民プラザ１階のラウンジスペースでも展示しました。

とてもよかった

よかった

子どもワークショップの紹介教職員ワークショップの紹介

脇田小学校、砂子小学校、門真市第四中学校の教職員、約 100 名が集まり、ワー

クショップを開催しました。新しい学校の設計のコンセプトを理解してもら

うとともに、教室配置や管理諸室について意見交換しました。開放的すぎる

と子どもたちが落ち着かない、個室が欲しい、安全性へや管理への懸念など

の意見の一方で、異学年交流の可能性、書庫や展示のおもしろさ、地域の人

との連携など、期待の声もあがりました。

ワーク：施設の活用アイデアを考えよう！

地域利用可能施設の活用イメージについて、これまでのワークショップで出た意見から作成した連携アイデアカードをみ

ながら、どこでできそうか図面にプロットし、活動内容について具体的なイメージを話し合っていきました。さらにでき

そうな活動アイデアを出し合うとともに、保護者・PTA、自治会、市民団体、企業、大学・高校、公共団体など、だれが

主体となって活動するのか話し合っていきました。

脇田小学校と砂子小学校の 4 年生約 80 名が集まり、子どもワークショップ

を開催しました。このワークショップでは、子どもたちが門真市に関わりの

ある企業や市民団体、公共団体などで働く大人の方（総勢 29 名）にそれぞ

れの仕事内容をインタビューし、聞き取った内容は壁新聞にまとめました。

インタビューを受けた大人の方からも、読み聞かせ、福祉教育、地域と企業

とのコラボ行事など、新しい学校でやってみたいとの声があがりました。

縦・横のつながりをつくる「メディアコモンズ」
１班 ２班 ３班 ４班

• ハスの葉モールはあった方がいいが、セキュリティは

気になる

• 時間帯に応じて開閉するなど、運用を考えないといけ

ない

• ガーデニングや登下校の見守り活動ができるといい

• メディアコモンズのエリアもさまざま活用ができそう

• 大階段やメディアコモンズ、多目的スペースなどで

PTA が作った展示物や生徒の成果物などを展示できる

といい

• 体育館、運動場、グラウンドを地域の人たちが自由に

使えるといい

• セキュリティを考慮した上で、お祭りや花火大会は企

業と連携してできるといい

• ランチルームで子ども食堂や地域の人が給食を食べら

れるようにし、そこに来るついでに登下校の見守りな

どもできるといい

• 活動参加後に、清掃活動をしてもらうような流れがあ

るといい

• ハスの葉モールで、販売、催し、展示、バザーなどで

きるといい

• 大階段は発表会や展示などに活用し、小学生の発表を

中学生にみてもらうなど多学年交流の場になるといい

• 菜園は授業で使う菜園と地域の人たちと協働して使う

菜園の２種類あるといい

• 図書館はオープンで使う空間と読み聞かせなどで使う

小さなスペースがあるといい

• ある程度閉じた空間も必要

• ハスの葉モールで子どもたちが作ったものを販売でき

るといい

• お金ではない通貨などでやりとりするのもおもしろい

• 協働ラボは地域の文化センターのような活動の展開で

きるといい

• 図書室は地域の方も使えるといいが、子どもたちの居

場所としての機能なども考慮し、時間帯やエリアを限

定するなど、管理や運用方法の検討が必要

• 地域の人たちが使う場合、駐輪場は必要


